
子どもたちの学ぶ目、考える目 
授業中、どの教室でも、子どもたちが真剣に学ぶ姿が見られます。「分かった」「できた」という

体験は、次の学びのエネルギーとなり、学びの楽しさや喜びを味わうことに結びついていきます。 

今まで学習したことを生かして、みんなで意見を出し合いながら、課題解決の方法を考えます。

そのときの一人一人の考える目は、とても輝いています。 

子どもたちの目の輝きは、知的好奇

心が刺激され、思考力・判断力・表現

力が働いていることを物語っていま

す。こうして、日々の授業の中で、生

涯にわたって、主体的に学習していこ

うとする基礎が培われています。授業

中、目を輝かせながら真剣に考える子

どもたちは、福田小の宝物です。 

 

 

 

【福田小のよき伝統】 

一斉掃除の時間、無駄な話し声は聞こえません。福田小の子ど

もたちは、一生懸命にお掃除をします。各班とも少ない人数で行

いますが、てきぱきとみんなが動くので、どの清掃場所もあっと

いう間にきれいになります。 

これも、上級生から下級生へと受け継がれてきた、福田小学校

のよい伝統のひとつだと思います。みんなで力を合わせて、学校

の中も心の中もとてもきれいになっています。 

 

休み時間、学年や男女の枠を取り払って、みんなで仲良く遊ぶ姿が見られます。子どもたち

は、遊びを通し、互いの良さを認め合ったり、思いやりの気持ちで接したりする資質を身につけ

ています。そして、上級生と下級生のふれあいの中で、社会生活の望ましいルールを体得してい

ます。これも、福田小学校のよき伝統のひとつだ

と感じます。 

 

半年後には、学校再編で福田小学校は閉校とな

りますが、長きにわたって育まれてきた福田小学

校のよき伝統を、次のステージにつないでいって

ほしいと思います。 
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